








山 崎 雅 人
キーワ}ド:満州語、会話書、対話、対訳
(la) 
1: ぬmereci，泊en銘 igoidaha mangg~ toktofi koro bahambi， ile加 sambime
混乱するなら、日が 過ぎたら、 定めし悔しさを覚えます、明らかに知りながら
慮撹混 日子久了的時候 一定吃勝 明知道
2: kemuni dayanac~ beye sui bai励 i kai" (2) 
それでも頼って行くならば、自ら罪を求めることです。
還就了他去 是自己尋罪受明







1: geli un知hungala jihe， ere mぽ ube tuwaci， cimari dule宣 coro de 
また空の 手で来た、この様子を見れば、明日を過ぎて明後日に
文空手来了 看遺個光景 過了明日雷j了
2: isinaha manggi. si hono fudarame mini baru gaimbi kai" 
なったら、 あなたはいっそ逆に 私に対して求めるでしょう。
後日的時候 体遺反倒向我要明




1: niyaJma， emu gisun組長町油a de， u血出町e durun・i付) fahame injembio， 
者です、一言 間違えた時に、すぐにこのように、 大笑いするのですか、
的人 一句話説錯了的時候 就遣様仰面大笑仏











1: ini gisun be ak也ci句ぽ紘己， holtoro mangga， anggai dolo血hali
彼の言葉を信じることはできません、嘘が うまいのです、 口の 中に全く
J泊←
他的話信不得 善曾撒抗 噴裡寛没有
2: ilenggu aku， ubade uttu hendumbime，知bade isinaha geli 印刷
舌が ありません、ここでこのように言いながら、あちらに行けばまたあのように
舌頭 在遣裡就遺様説 到了那裡文那様説







1: suweni juwe no五， we weci se ah註n， i minci se ahun， bi inci deo， 
あなた方の二 人は、誰が誰より年上ですか、彼は私より年上です、私は彼より年少です、
体例的雨個人 誰比誰大 他比我年長 我比他小













1: ba hafirah面1， teme b紘抱Z誌U， emu d叫血 behuwa de tebuci， teni 
場所が狭く、 座りきれません、一半 を庭 に座らせるならば、どうにか
地方窄 坐不下 院子裡坐一半
2: bak抱mbi， huwa de teci， sain bicibe， tule genere ba de h組 ci，
入ります、庭 に座れば、良いのですが、便所 に近いのです、
坐得下 院子裡坐 雄然好 奥毛厨近





1: temscn aki， ere umesi tondo， m凶 eu'白血 uttu oki" 
争うことなく、これはたいへん公平です、我々は直ちにこのようにしましょう。
且文無争競 道偲彼公道 唱{門就是透様罷






3: bici， alime gaij釘北u biheo， eiterecibe， mini emhun beye， 
ならば、承諾しないことがあったでしょうか、要するに、私の只一人の身が、
了 有不慮承的仏 総而言之我濁自一人




1: bi u也ai gisurebe seme alime g出比，
私がつまりは言ったと 承諾しましょう。
我就感承説了罷
2: absi lali 嗣， geneki seci， u也包 y伽 cina， 担nuemdubei 
何とてきぱきとしない、行きたいと言うなら、すぐに行けばよいでしょう、どうして全く











1: ek五embi， muse boljoho erin be制 .eb班誌iisinaci. 抽出 waj也a"
急ぐのですか、私たちが約束した時間を見過ごさず到るならば、もうそれでおわりです。
忙 不錯過日自例約定時候~J了 就完了







3: sinde 島町hebio， meni yatar紘U， sikse aga de us也ibuhe， 島nehe
あなたに火口はありますか、我々の火打ち金は、昨日雨 に濡らされました、火口





















1: huwaliyasun oci sain dabala， ainu 町 uiu伽 ac凶unaku ni" 
平穏 なら良いだけで、何故ただこのように友愛がないのですか。
和気好罷明j 何必一味違様不睦吸
2: abka tulhusehe， ere muru be tuwacL 町 m誌面 ag翻 bi dぽe， muse kemuni 
天は曇りました、この様子を見れば、必ず 雨が降るでしょう、私たちはまだ
天陰了 看遣個光景 必定下雨罷明 日自例還
3: yabur紘u， aibe aliyambi. huwanggiyar紘え bi sara gajihabi， si 
行きません、何を待つのですか、かまいません、 私は傘を持ってきています、あなたが
不去 等什会 無妨 我傘了雨傘来了 休




1: gene， bi kemuni m勾ige 低ki sembi" 
行きなさい、私はまだ しばらく留まろうと言っているのです。
去 我還要略略坐坐
2: si geli fiyanarambi， mini buぬ jeke be iletu sambime， 
あなたはまた嘘をついています、 私の食事を食べたことを明らかに知っていながら、
体又悶虚了 明知道我吃了飯了




3: 鎚 rengge， ere :fiyanarar姐路e， waka∞i ~ ebihe amala 
と言うのは、これが嘘をつくことに、でなければ何でしょう、満腹した後
遺不是間虚了 可不是什i，. 飽了以後







2: bi emu阻 iyahamime. tacih~ kemuni血 ggaci uduφgisun 加.cibur，即時











1: getuken aku haran d町'e"
明断でないためでしょう。
不明白之故耳
2: manju gisun，凶kanbi也e，eI削減alimoh∞依U， nikan bithe ai gese 
満州語は、 漢語、 同様に限りがありません、漢詩は どうですか
清語 奥 漢文 一様 無窮 蜜 漢文到忽i，.様
3: sumin namun d~ isinaci， manju gisun inu dahame isinaci ombi， ememu 
深く 精妙 に及べば、満州語 も従って及ぶことが出来ます、或る人が
深細 満洲話可以随着到得去 或
(8a) 
1: manju gisun be ja obu直 知:warangge， u白血 hucin de te:fi abka be 
満州語 を簡単となして見ることは、すなわち井戸に座って天を
有把満洲(話)(6)看為容易的 就Z猷日坐井観天ー
2: hargaSara a伽li k組"
仰ぎ見るようなものですよ。
様了








1: toIgilahabi (7) • sikse u也ai hen位ilehe， eneggi hoj也onde buda ulebumbi 
夢を見ているのですよ、 昨日すぐに叩頭しましたよ、今日 婿 に食事をふるまおう
倣夢泥 昨日就憧了頭了 今日鯖女婿吃飯去了
2: s即時 soli五 gamaha， ceni 釘'e niy田nanjafahangge sain kai， 
と 招いて連れて行きました、彼らのこの親戚の縁を結んだことは良いでしょう、











1: bi sirnbe 知wa~ baむm ・ituwa a伽li， t，伺i sabuha 可um紅白 sidende.geli 
私はあなたを見ると、鬼 火 のようです、ようやく見かけたと振り返る間に、 また
我看体 像鬼火一様 縫看見回頭之間 又
2: saburaku oho， sini 釘 ege回 ilaninenggi nimaha bu偽札juweinenggi 
見えなくなりました、あなたのこの様に三日 魚 取り、二日
不見了 像休遺様三日打魚 雨日晒




1:喝a nakahao， nakara unde， kemuni sebe saba agambi， 
雨は止みましたか、未だ止んでいません、まだ ポツリポツリと降っています、
雨住了ゑ 没往 還星星点点下限
giyai de yabωi ojorak~ 
街 に行くことが出来ません、
街上走不得











1: si aibide j也.e， beye gubci lifaha canggi， hairak組 . ere gese 
あなたはどうやって来たので・すか、身体じゅう泥 だらけで、勿体ない、この様な
体従那裡来 海身都是泥 可借 道様
2: sijigiyan kurume be adarame sinde etubuhe， 釘 'e minde伽事故U，
礼服と単衣の上着をどうしてあなたに着させたのですか、これは私に 関係ありませんへ
袖掛忽仏給体穿了 道於我無干




1: morin -i w油aci fosokongge" 
馬 の蹄 から跳ね返ったものです。
是馬蹄子滅的泥
2: dekdeni benduhengge， an -i ucuri biya de話ir産量.babi erin de旬泊 釦c出i
諺が 言ったことに、不断の機会に香焚かず、急な時にようやく仏
俗語説的 尋常不焼香 忙時綾抱傍腿




1: umai facihiyas:ame tacir編，旬 hafirabu:fi， 白血 ede fo.司ime，tede baime 
決して一生懸命に学ばず、今追いつめられて、初めてここに間い、 かしこに求めて
並不上緊的畢 如今受了道 綾関遺個 求那個
2: 組cimbi， si bai gunime 加wa， erebe gemu emu juwe inenggi de 





3: si ere 筑llUmorin， absi emu sain morin， beyei gubci制.waliya包 funiyehe
あなたはこの白馬、 なんと一頭の良い馬でしょう、体中 混じり 毛
体的遺匹白馬 真乃是一匹好馬 j軍身一点雑毛也
(llb) 
1: heni aku， gisan halara jakade， gi1m勾ame sain， saiburuo joran gemu 
少しもなく、毛が生え替わるので、 つやつやして良く、早足 側対歩は全て
没有 脱了毛的時候 光潤好看 露L踏歩大走的











1: jめduh紘~ j出mudande， geli wen 知ribuhe， ilaci mudan de， susihalara be 
間がなく、二回目には、また矢の溝抜け落ち、三回目 には、馬に鞭入れることを
上初子 第二盗 拘子又脱落了 第三塗 忘了打鞭



















3: komso seme， d制 medendere kooli geli bio" 






1: orin deri amasi jimbi鎚 me 8010 baiha，旬 biya manashiin oho bime， 
二十日以降に 来ると言って休暇を求めました、いま月末になっていながら
告仮説二十頭回来 如今月壷了
2: kemuni jid釘 'eunde， bilagan tulike kai， ainci geli ai fasilan 加cikeaise， 
まだ 未だ来ません、期限は過ぎましたぞ、恐らくまた何か分かれて出たのでしょうか、
還未来 愈了限了 想是文有什ゑ盆事衆了





1: si absi dere silemin， 町出 niya1ma・ijakabe nan也宣 jembi，
あなたは何と面厚いのですか、いつも人 のものをねだって食べています、
体好慈験皮厚 一味自騒人家東西吃
si niya1ma de 
あなたは人 に
休一連也没
2: 叫.eb油e be emu muゐnseme inu紘i， si enenggi minde emu soloho 
、奪ったことが一回 とてもありません、あなたが今日 私に一羽の焼いた
給人吃過 体今日給我一個焼鴨子




1: morin kemuni melere undeo， 回u， melere unde， 旬伽 oci，
馬はまだ 水を飲ませていませんか、はい、未だ飲ませていません、それならば、










m組 ggi， m司igeomiholome dosobu， 
ら、 少し 空渡にさせて我慢させなさい、
略溜ー溜
3: gaisu， sebd町ibade huwaitafL yar吋也aer担de，j図 。rho凶.ebu，
取りなさい、日陰の所に繋いで、 夕方の 時にー再び草を食べさせなさい、
子 拾在陰涼之慮 晩上 再捜草
(14ω 
1: bordoku be emu dulin ekiyembi" 
飼い葉が一半 減ります。
把料誠一半
2: emu niyalma， emu konggoro紘飽 morinyalume， emu cめ白ri geo morin， 
一人が、 一頭の黄 扇馬に乗り、 一頭の白いたてがみの維馬、
一個人 騎着一匹黄繕馬 牽着一匹銀宗騨馬













3: morin ainu emdubei incambi，ぽemorin， inenggidari g己wamorin・iemgi阻lU
馬がどうしてしきりに噺くのですか、この馬は、毎日 他 の 馬 と共にひとつ
馬窓仏只是叫畷 違個馬 毎日合別的馬栓在一
(l5b) 






3: bi yala ai yokto，釘e emu gisun tucike， ， absi muriku， sain deo， 
私が真にどんな考えで、この一 言を発したか、何たる強情張りでしょう、良い弟よ
我果真是什ゑ意思 説出遺句話 好執担 好兄弟
(l6a) 
1: si atanggi bicibe， suweni gisurere ildun de， faksikan -i mini血nde sume 
あなた何時でも、あなた遠の話す ついでに、うまく 私の代わりに解説して




3: si bal国 feme gisurembi， oron 紘己 baitabe， 
あなたは好きかってに口からでまかせを言って話します、 全くありもしないことを、
体胡言乱道 将無影的事










2: u坑u∞i， bi u血血 ushamb也祖"
このようならば、私はもう怒りますぞ。
若遺様 我就悩了明
3: ini jakade henduhe gislID， si t邸 anobuhabio. yargiyan・ibisire baita，臼tu
彼の所で言った話を、あなたは嘘 としたのですか、誠に あることを、そう
他方機説的話 休嘗作俄仏 真有的事 雄然
-76 -
(17a) 
1: sehe seme， m蹴也muehe be gidame蜘 be algimbuci acara伽凶a，
言ったとて、私たちはただ悪いことを穏し 良いことを喧伝するべきだけで、
那様説 唱例只嘗眠、悪荷揚善罷例
2: jugUD de do:吋ifi.giyai de gis町ぽ'eurse be ume alhudara" 
道 で聞いて街で話す 人々を真似てはいけません。
別倣敷道折而塗説的人{附
3: ufa udacina， hu arafi， fa h己balaki，阻ka ume hubalara， 
粉を買って下さい、 粥を作り、窓を糊付けしよう、しばらく糊付けはしないで下さい、
買面去是舵 打婦長子 糊窓戸 暫且別糊




1: 命制afi.， hono de話ireunde， giyara m∞u伽直， olhobumed司jihe m個 ggi，
修理して、まだ燃やしていません、薪を 買い、乾かして燃やしてから、
終什的 還来焼R尼 買了雰柴 焼乾了的時候
2: jai h助alaci inu goi白地丸
再び糊付けしても遅くないですよ。
再糊也不遅
3: si yaya bade， 出羽 gisun. fulu， baita de a田町組(1ヘemuadaIi gucu， we 
あなたはあちらこちらで、専ら言葉が多く、事 を好む、 同様の友で、誰が
体~1~裡 一味話多 好多事 一様的朋友誰
(18a) 
1: 加kuwe doko. si 組銘adafi， ainambi， niyalma do:可也amanggi， 
表誰が裏と、あなたは口を 出し何をするのですか、人が 聞いたら、
厚誰薄 体多司書作什念、 人穏見了的時候
2: ushar;紘~ beyede白羽紘己 bai踊 be，jai ume免ludara[棺]
怒らないでしょうか、自分に関係ない事 を、もうあまり口出ししてはなりません
量不悩ゑ 不干自己的事 再別多管
3: t釘eseci sini deo， inde sa1igan 紘U， sini gisun 誌面∞i， i ai gelhun 
彼と言えばあなたの弟で、彼には自主性がなく、あなたの言葉がなければ、彼が何で敢
他是体兄弟 他無専主 若没有体的話 他忽敢
(l8b) 







2: si imbe unggir北証 oci， i ai gelhun akn， genembi， 
あなたが彼を派遣しないならば、彼は何で敢えて、 行くでしょうか、
体若不叫他去 他如何敢去
ini genere generakUDgge， 
彼の行くか行かなし、かは、
他去不去的




1: ere baita be a白rameashalara (12)， emu ergide uttu gisurembi. emu ergide 
この事をいかに考えますか、一方にこのように語り 一方で
遣箇事宕、仏判断呪 ー漫遺様説 一漫又
2: geli 加伽 gis町 embi，sini gercilehengge" uぬ1， t町 eijabuhangge 加納1， te 
またあのように諮る、 あなたの告げたことはこう、彼の答えたことはああでは、今
那様説 休首告的是遺様 他供的是那様 如今
3: yabe ak也ra， urunak註anggaacabuha manggi， 
どこを信じるのでしょうか、必ず 口を合わせて、
信那個梶 必須封了口調的時候




1: sini fi homhon na de tuheke， tunggiyeme gaisu， fehuburahu， je， 
あなたの筆鞘が地面に落ちました、拾って 取りなさい、踏まれてしまいますよ、はい、














1: enenggi h訟組問 halhnn， uttu h∞iko鈍katembime， 
今日は蒸して暑いです、 このようにただ 座っていながら、
今日蒸熱 好好坐着




2: hudun musi ucufi benju 田， musi be ainambi. 
はやく妙麺をかき混ぜて持って来るよう言いなさい、妙麺をどうするのですか、
告訴快搾妙面送来 妙面作什~
juSUD muke bici sa加 1
酸水が あれば白砂糖
若有酸水合白糖




1: c出 teburede， neneme tampin be silgiyafi， jai abdaha sin也， muke fotor 
茶を注ぐ時には、まず壷 を洗い、 次に葉を入れなさい、水がぐらぐら
酪茶 先把壷油-i山 再着茶葉 水翻液的
2: seme fuyehe manggi， tebu， tebume鈍 ka， okcila， m勾igeh肱旬mbufi， boco 
と 沸いたら、 注ぎなさい、注いだらすぐに、 蓋をし、少し蒸して、 色が
時候 倒上 ー倒上 差上蓋略悶一関 顔色




1: hergen s町'engge， enduringge niyaImai werihengge， bithe hulara niyal~ 





2: tac凶 bi， hergen noho hoosan be ume balai mak泌ara， jugnn giyai de 






1: menggun sufafi紹 rg福留'agenere de， niyaIma tome gemu g釦 .embime， si teile 
銀を 集めて遊び 行く時に、人 それぞれに皆 行きながら、あなただけ
湊銀子噴去 人人都去了 濁休担
2: murime gener，誌面19ge， ai 加rgen， age bi suwende 
強情を張って行かないことは、何の理由ですか、大兄私はあなた遣に
着不去 什仏縁故 阿寄我比得体例ゑ
duibu1eci ombio， mini ere 
比べることができましょうか、私のこれは
我遺





1: udu， kemuni balai fayaha encehen bio" 
ありません、なおも無駄にしたとりえがありましょうか。
選有在花的能耐仏









1: gunin tokotobuci， 担seme emdubei mangg必血bi"
考えを決めるならば、どうして因るばかりでしょうか。
主意 何必為難
2: ere inenggi剖釘留nebanj廿e， biyadari s叫leefu1e五， s白血narame 















2: derengge niyalma -i b∞kai" 
体面のある人 の家ですよ。
体面人家了明











2: 田租 oho， tnu路 hudun amcame geneki b剖"
時がありましたか、私たち早く 追いかけて行きましょうよ。
仏時候 唱例快妊了去罷
3: si 回bidebihe， ududu inenggi s泊j d町ey;鎚 abe血u泊 buh紘U，






1: dosimbuhe， u旬1a inenggi gemu idu dosimb出eo，
就かせられていました、そんなに多くの日 ずっと勤務に就いていたのですか、
来着 許多的日子都進班仏
bi idu ci hokofi， geli 
私は勤務から離れて、また
我従班上下京 又
2: niyalma・i ぬnde emu i伽 a面色町'e jakade，加伽 juwan inenggi j也ekii"
人 の代わりに一回の勤務を続けていたので、それで十 日 来なかったので
す白
替人家連了一個斑 所以十日没有来







1: bahara er泊.dejai baha seci， inu goi伽ra同，館 baharaunde， 
得る 時に 改めて得たと言うならば、また遅くはないでしょう、今は未だ得ていません、
得的時候再説得 也不蓮 如今来得














(7)辞書ではぬ19imbi，tolgisambiはあるが、 tolgilambi~ 1. 'う語形は見られない。
(8) r私のせいではなしリとの意味。
(9)辞書では白hanと記載されている。
(10) r噂を広める人」の意味で、満州語は直訳している。
(11)文字上は匂m町加に見える。
(12)ashal翻~bi は辞書に見えない。ここでは対訳漢語により訳したD
(l3)huwaj也aく凶wajimbiは辞書にない。 h込w句油aと考えて献す。
(14)辞書では国ゐrganと記載されている。
(15)辞書では niyaImaingge，niyalmanggeと記載されている。
(16) r得j を補っている。
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